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繋がる
▶リストの見方

▶繋がるためのツール

▶身近な人との繋がり

▶繋がりを広げる

▶時を越えて繋がる／繋げる

過去の展示の資料リストは、当館HP上の「ウェルカム展示」に掲載しています。（https://www.kodomo.go.jp/use/room/teens/exh.html）

9
わたしの家系図物語(ヒストリエ) : 調べてカンタン!すごいご

先祖がわかる

渡辺宗貴 著（時事通信出版局, 2019）【288.2】

自分の先祖がどこから来て、何をしていたのか気になりませんか？調べてみると面白

いかもしれません。この本では、家系図を作成するための調査方法が解説されていま

す。第三講では図書館を用いた文献調査の方法が紹介されているので、自分の先祖だ

けではなく、歴史上の人物のルーツを調べる際などにも参考になります。

10
ユネスコ世界の無形文化遺産 : フォトミュージアム

マッシモ・チェンティーニ 編著, 岡本千晶 訳（原書房,

2019）【709】

失われつつある伝統や文化を保護し、次世代へ伝えていくため、伝統行事や社会的慣

習、伝統工芸技術といった無形文化遺産の保護に関する条約が2003年にユネスコ総会

で採択されました。この本では、57件の無形文化遺産を写真とともに知ることができ

ます。

7
天文学者が、宇宙人を本気で探してます! : 地球外知的生命探

査ʬSETIʭの最前線

鳴沢真也 著（洋泉社, 2018）【440】

地球人では飽き足らず、宇宙人と繋がりたいと考える人たちもいます。そんな馬鹿な

と思われたかもしれませんが、この本を読めば、世界中の研究所や大学で行われてい

る研究や、発見時の国際的な対応マニュアル作成など、真剣な取り組みを知ることが

できます。

8
化石になりたい : よくわかる化石のつくりかた (生物ミステ

リーPRO)

土屋健 著, 前田晴良 監修（技術評論社, 2018）【457】

今ある化石を調べると、過去の事を知ることができます。逆に言うと、化石になれば

遠い未来の人にもあなたのことを知ってもらうことができます！どうすればどんな化

石になれるのかはこの本を読むとわかりますが、実践はしない方が良さそうです。

5
レンアイ、基本のキ : 好きになったらなんでもOK? (岩波

ジュニア新書 ; 814)

打越さく良 著（岩波書店, 2015）【367.6】

弁護士の著者による、あなたと、あなたの大切な人を守るための恋愛ルールブックで

す。恋愛関係においては、せっかく両想いになっても、束縛や嫉妬といった問題が立

ちはだかることがままあります。そんな時どうするか……。今恋愛している人もそう

でない人も、ぜひ手に取ってみてください。

6
写真で伝える仕事 : 世界の子どもたちと向き合って

安田菜津紀 著（日本写真企画, 2017）【070.1】

フォトジャーナリストの著者は、「声を届けることができない人たち」の声を人々に

届けるため、世界中で取材を行っています。フォトジャーナリストという仕事を知

り、世界中の子どもたちと少しだけ繋がってみませんか。

3
音のない世界と音のある世界をつなぐ : ユニバーサルデザイ

ンで世界をかえたい! (岩波ジュニア新書 ; 776)

松森果林 著（岩波書店, 2014）【369.2】

ユニバーサルデザインを考える時に、聴覚障害者の視点が抜け落ちてしまうことが

時々あるそうです。「聞こえる世界」「聞こえにくい世界」「聞こえない世界」の3

つを実体験した著者の話を読んで、これらの世界を繋げるための方法を考えてみま

しょう。

4
「空気」を読んでも従わない : 生き苦しさからラクになる

(岩波ジュニア新書 ; 893)

鴻上尚史 著（岩波書店, 2019）【159.7】

この本では、「世間」=「あなたと、現在または将来、関係のある人達」と「社会」

＝「あなたと、現在または将来、なんの関係もない人達」という2つの言葉をキー

ワードとして、「生き苦しさ」を覚えている人が楽になる方法が語られています。

1
わたしの外国語漂流記 : 未知なる言葉と格闘した25人の物語

(14歳の世渡り術)

河出書房新社 編（河出書房新社, 2020）【804】

誰かとコミュニケーションをとりたいと思ったら、大抵の場合は言葉で話しかけると

ころから始めるのではないでしょうか。この本では、自分の母語以外の言葉でのコ

ミュニケーションに挑んだ25人の話が紹介されています。

2
からだと心の対話術 (14歳の世渡り術)

近藤良平 著（河出書房新社, 2011）【114.2】

この本の著者は、第2章を「からだは、人と関わる道具である」と題し、「触れる」

という繋がりは「人と人とのコミュニケーションにおいて、避けて通ることはできな

い」と述べています。普段なかなか意識する機会のない、からだでのコミュニケー

ションについて考えてみましょう。

国立国会図書館国際子ども図書館 調べものの部屋 ウェルカム展示

テーマ：

人と人が、今と昔が、繋がる。あるいは、繋げる。範囲も方法も様々です。もしかしたら

今、他者との繋がりについて悩んでいる人もいるかもしれません。まずは本と繋がって、

「繋がり」についてじっくり考えてみませんか。
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